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昭和 57 年（1982）の長崎大豪雨のときに、長崎市内の死者・行方不明者が 299 名のう



























 万延元年 4 月 9 日の水害では、抜底川のヤマシオ（土砂災害）で、死者 24 人、行方不
明者 9 人の計 33 人（「水害記念碑」では 32 名と記されている）の犠牲者を出している。
家屋では住居の全壊 6 戸、半壊１戸、小屋が７棟の被害であった（高橋 2014:88）。死者を


























  その念仏講は年に 7 回、山川河内の地区行事として、お念仏と鉦はりを行なっている。
その 7 回とは、①御願立て（1/18 日頃）、②お大師様祭り（4/20～21 日）、③御願成就（7/18
日頃）、④お地蔵様祭り（7/23～24 日）、⑤千日十日（8/10 日）、⑥お盆・精霊船作り（8/14
～15 日）、⑦お観音様祭り（10/17～18 日）の年中行事を指すという 3。１月 18 日の「御
願立」（「祈願祭」ともいう）が、半年後の 7 月 18 日の「御願成就」に対応するものであ





















                                                   
3 2015 年８月 13 日、山川河内の松田末信さんより聞書。 










いての 4 回の祭りは、「祭り当番」で行なう。「祭り当番」とは、山川河内の集落を 4 つの
班に分け、各班約 10 世帯が１年間、お世話をすることになっている。 




えた。その前で「鉦はり」をするわけであるが、1 回の「鉦はり」の時間は約 15～20 分
くらい、これをヒトシメと呼んでいる。この馬頭観音は「万延元年の災害の時に流された
牛馬」を祀ったものだという（高橋 2014:94）。念仏を終え、マンジュウを公民館に戻し、
10 時ころから、当番の者が区分けをして、各家にマンジュウを 2 個ずつ配り始めた。この
場合の「当番」とは、「祭り当番」のことではなく、30 世帯を 1 カ月の 14 日ごとに、軒
並みに交代して回る当番のことである。現在は菓子業者が作った「まんじゅう」を用いて
いるが、以前は自分たちで作り、50 年くらい前までは、煮豆や串団子、餅なども当番の家















は 2 シメで、終了した８時 40 分ころに、精霊船が観音堂から出発する。先に、鉦を 2 個













元来は 1 月 18 日に行なわれた行事であったが、最近では、この前後の日曜日に行なわ








表 2 御願立・御願成就における神仏と供物の一覧表 
お酒 おもち 掛魚 ご飯 だんご 七色菓子 線香 ローソク マッチ
こしき岩様 1本 1重 1対 1袋 1束 1本 1箱
日立神社様 1 1 1 1 1 1 1
丸尾地藏様 1 2盛 2盛 2 1 1 1
金比羅様 1 1 1 1 半束 1 1
お不動様 1 2 2 2 1 2 1
お大師様 1 3 3 3 1 3 1
馬頭観音様 1 1 1 1 半束 1 1
お観音様 2 3 3 3 2 3 1
向えの神様 1 1 1 2 1 2 1
山の神・水神 1 1 1 2 1 1 1
奥の院様 1 2 2 2 1 1 1
11ヶ所 12本 5重 5対 13盛 13盛 20袋 11束 17本 11箱











                                                   
4 2015 年 8 月 13～15 日、山川河内にて調査。 
5 2016 年１月 17 日、2017 年 1 月 15 日、山川河内にて調査。 





























































































年 11 月 4 日）の供養碑（「大地震両川口津浪記」、「両川口」とは木津川と安治川）が建て

























 2015 年には、8 月 21 日に碑文の墨入れ、23 日から 24 日にかけて地蔵盆が行なわれた





























                                                   
6 2015 年 8 月 21～24 日、大阪市浪速区幸町にて調査。なお、この津波供養碑に関する研究としては、
長尾武「『大地震両川口津浪記』にみる大阪の津波とその教訓」（長尾、2012:17-26)、同著「大阪市にお
ける南海地震石碑と教訓の継承」（長尾 2014:263-270) などがある。 
7魚の供養と海難者の供養の抜き差しならない関わりについては、川島秀一「魚と海難者を祀ること」（川
島、2013:235-256)を参照のこと。 































とえば、天明 3 年（1783）の浅間山の噴火により、嬬恋村（現群馬県）で 648 人の死者が



























ｃｍ×ヨコ 23ｃｍ）の碑の前で、般若心経だけを唱える 8。 
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